
四
国
遍
路
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
た
西
洋
人

オ
リ
ヴ
ァ

ー
・
ス
タ
ッ

ト
ラ
ー
の
功
績
を
中
心
に

は
じ
め
に

モ
ー
ト
ン
常
慈

徳
島
大
学
准
教
授

今
か
ら
百
年
前
の

一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
、
シ
カ
ゴ
大
学
人
類
学
教
授
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
ス
タ
ー
ル
（
八
六
八

＼

一
九
三
三

）
は
、
欧
米
人
と
し
て
初
め
て
、
長
く
困
難
な
四
国
遍
路
の
途
に
つ
い
た
。
彼
は
、
そ
の
最
初
の
旅
で

は
巡
礼
の
半
分
の
行
程
し
か
完
遂
で
き
な
か
っ
た
が
、

一
九
ニ―

年
に
再
来
日
し
、
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
の
全
て

を
巡
っ
た
。

ス
タ
ー
ル
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
学
術
研
究
団
の

一
員
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
研
究
を
目
的
に
九

0
四
（
明
治
三
七）

年
に
初
来
日
。
以
来
、

一
五
回
日
本
を
訪
問
し
、
日
本
の
民
衆
文
化
へ
の
関
心
を
深
め
た
。
特
に
納
札
の
研
究
で
知

ら
れ
、
日
本
各
地
の
神
社
・仏
閣
を
行
脚
し
て
、

『
お
札
博
士
の
見
た
東
海
道
』
『
山
陽
行
脚
』『
御
札
行
脚
』『
納
札
史
』

な
ど
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
高
僧
空
海

・
弘
法
大
師
（
七
七
四
＼
八
三
五
）
に
大
き
な
敬
意
を
払
い
、
空
海
の
足

跡
を
辿
り
た
い
と
強
く
願
っ
た
こ
と
か
ら
四
国
遍
路
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
タ
ー
ル
は
、
訪
れ
た
先
々

で
歓
迎
を
受
け
、
後
に
四
国
巡
礼
の
旅
は
彼
の
人
生
の
中
で
も
最
も
興
味
深
い
体
験
の

―
つ
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い

る
。
彼
は
、
香
川
県
の
金
刀
比
羅
宮
を
訪
れ
た
時
に
「
C
o
u
r
t
e
s
y

(
礼
儀
正
し
さ
）
と

H
o
s
p
i
t
a
li
t
y

(
手
厚
い
も
て
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な
し
）
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
、
旅
の
間
に
出
会
っ
た
日
本
人
に
対
す
る
彼
の
印
象
を
表
現
し
て
い
る
。

同
じ

一
九

一
七
年
、
第

一
次
大
戦
下
の
中
国
青
島
で
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
約
千
人
の
ド
イ
ツ
兵
が
、
徳
島
県

鳴
門
市
大
麻
町
桧
（
旧
板
野
郡
板
東
町
）
に
開
か
れ
た
板
東
伴
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
収
容
所
は

一
番
札
所
に

近
く
、
ド
イ
ツ
兵
も
日
本
の
巡
礼
者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
ろ
う
し
、
実
際
、
収
容
所
の
印
刷
所
で
発
行

し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー

『デ
ィ

・
バ
ラ
ッ
ケ
（
兵
舎
）
』
の

一
九

一
八
年
六
月
八
日
付
け
記
事
に
は
、

「
真
の

遍
路
（
巡
礼
者
）
と
は
、
汽
車
、
バ
ス
、
人
力
車
あ
る
い
は
船
な
ど
は
利
用
せ
ず
、
聖
地
を
歩
い
て
廻
る
も
の
で
あ
る
」

と
あ
り
、
筆
者
は
、
歩
い
て
廻
る
巡
礼
は
遍
路
の
肉
体
に
も
精
神
に
も
良
い
も
の
で
あ
り
、
遍
路
は
弘
法
大
師
の
教

え
に
忠
実
で
、
贈
り
物
を
受
け
た
場
合
、
断
っ
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
解
説
し
て
い
る
。

捕
虜
の
ひ
と
り
ヘ
ル
マ
ン

・
ボ
ー
ナ
ー
は
、
後
に
大
阪
外
語
大
学
の
ド
イ
ツ
語
教
師
と
な
っ
て
日
本
に
骨
を
埋
め

る
が
、
彼
の
弟
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
(
-
八
九
四

s
一
九
五
四
）
も

一
九
二
二
年
に
来
日
し
、
六
年
間
、
旧
制
松
山
高

等
学
校
で
ド
イ
ツ
語
の
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
ル
フ
レ
ー
ト
は
、
滞
在
中
の

一
九
二
七
年
に

四
国
遍
路
に
出
か
け
、
そ
の
体
験
を
著
書

『
同
行
二
人
の
遍
路
』
（
邦
訳
1
1

大
法
輪
閣
、

二
0
―
二
年
）
や
博
士
論
文

に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
ス
タ
ー
ル
と
同
様
に
、
「
お
接
待
」
と
い
う
習
慣
に
言
及
し
、
近
代
的
な
大
都
市

で
は
、
日
本
に
お
い
て
さ
え
も
、
あ
り
得
な
い
こ
と
と
驚
き
を
示
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ル
と
ボ
ー
ナ
ー
が
残
し
た
記
録
は
、
外
国
人
と
四
国
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
れ
ら

を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
百
年
前
か
ら
四
国
遍
路
に
出
た
外
国
人
は
そ
の
す
ば
ら
し
さ
や
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
に

気
が
付
き
、
論
文
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
四
国
遍
路
を
世
界
に
発
信
し
た
重
要
な
人
物
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
オ
リ
ヴ
ァ
ー

・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
で
あ
っ

た
。
一

九
六

0
年
代
後
半
に
彼
が
自
身
と
し
て
は
最
初
の
四
国
遍
路
を
終
え
、
後
日
『
日
本
巡
礼
』
(
-
九
八
三
）
を

発
刊
す
る
と
共
に
同
じ
題
名
で
記
録
映
画
を
制
作
し
た
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て

一
般
大
衆
が
四
国
遍
路
の
意
義
深
い
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文
化
を
外
国
人
の
体
験
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
研
究
と

一
九
七

0
年
代
後
半
お
よ
び

一
九
八

0
年
代
に
彼
が
引
率
し
て
行
っ
た
巡
礼
ツ
ア
ー
は
、
四
国
遍
路
の
魅
力
を
世
界
中
に
広
め
る
と
同
時
に
多
く

の
人
々
が
四
国
を
訪
れ
巡
礼
の
旅
を
体
験
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
役
目
を
果
た
す
も
の
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
人
生
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
当
て
、
彼
が
引
率
し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

記
載
し
、
彼
と
彼
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
人
々
が
巡
礼
体
験
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。
そ
し
て
、
外
国
人
が
四
国
遍
路
の
普
遍
的
な
価
値
や
魅
力
を
経
験
し
た
こ
こ
百
年
間
で
、
多
く
の
人
々
は
こ

の
巡
礼
路
を
辿
る
旅
が
世
界
に
類
の
な
い
固
有
の
文
化
的
、
歴
史
的
か
つ
社
会
学
的
な
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
理
解

し
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

日
本
と
の
関
わ
り

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、

一
九

一
五
年
、
シ
カ
ゴ
か
ら
三

0
キ
ロ
離
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
の
小
さ
な
町
ハ

ン
ト
リ
ー
で
生
ま
れ
た
。
一

九
三
六
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
を
卒
業
。
一

九
四
七
年
に
軍
属
と
し
て
来
日
し
、

一
九
五
八

年
ま
で
滞
在
し
た
。
日
本
の
創
作
版
画
に
魅
せ
ら
れ
、
屈
指
の
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
お
よ
び
日
本
文
化
の
研
究
家
と
な

る
。
そ
の
後
、
蒐
集
・
研
究
の
た
め
に
度
々
来
日
し
て
い
る
が
、

一
九
六

0
年
か
ら

一
年
間
伊
豆
下
田
に
滞
在
し
た

折
、
初
め
て
四
国
を
訪
れ
、
遍
路
の
寺
院
を
巡
っ
て
い
る
。

こ
の
旅
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
巡
礼
に
興
味
を
抱
き
、

一
九
六
八
年
春
、
最
初
の
四
国
巡
礼
の
た
め
に
来
日
。
そ
の
時
の
こ
と
を
「
全
く
幸
せ
な
経
験
で
は
な
か
っ
た
。
疑

念
を
抱
い
て
い
た
。
巡
礼
と
い
う
も
の
の
性
格
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
【
註
1
】。
翌
年
、

巡
礼
に
関
す
る
本
を
執
筆
す
る
た
め
松
山
に

二
年
間
滞
在
し
た
。

一
九
七

一
年、

二
度
目
の
巡
礼
を
終
え
る
。
一

九
七
七
年
か
ら
は
ハ
ワ
イ
大
学
東
洋
学
客
員
教
授
と
し
て
研
究
に
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取
り
組
み
、

一
九
八

0
年
に
は
神
戸
女
学
院
大
学
客
員
教
授
と
し
て

一
年
間
教
鞭
を
執
っ
た
。
一

九
八
三
年
、
著
書

『
日
本
巡
礼
』
を
発
刊
す
る
と
共
に
同
名
の
映
画
も
発
表
し
た
。
教
授
と
し
て
、
巡
礼
に
つ
い
て
講
義
す
る
機
会
も

多
く
、

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
八

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
米
国
か
ら
の
学
生
や
日
本
に
滞
在
中
の
交
換
留
学

生
向
け
の
「
巡
礼
ツ
ア
ー
」
を
数
多
く
引
率
し
た
。
二

0
0
二
年
の
没
後
、
彼
の
調
査
研
究
資
料
は
ま
と
め
ら
れ
、

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
に
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、

「
日
本
文
化
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
根
源
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
四

国
遍
路
に
光
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
か
つ
て
あ
る
僧
か
ら
「
全
霊
を
巡
礼
に
打
ち
込
む
こ
と
、

安
易
な
巡
礼
へ
の
疑
念

オリヴァー・スタ ットラー （『毎日グラフ』1979

年 9月号より ） 写真提供：毎日新聞社
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ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
数
年
後
も
改
め
て
同
じ
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
「

バ
ス
や
車
に
乗
っ
て
巡
る
こ
と
は
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
修
行
で
も
な
け
れ
ば
、
遍
路
を
実
行
す
る
も
の
で
も
な
い
」
【
註
2
】。

一
九
六
八
年
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、

真
言
宗
の
若
い
僧
と
旅
を
し
、
徒
歩
や
バ
ス
あ
る
い
は
列
車
を
利
用
し
て
約

四

0
日
間
で
八
八
か
所
の
寺
を
巡
る
。
二

人
は
、

三
月
二
九
日
、

一
番
札
所
霊
山
寺
を
皮
切
り
に
旅
を
始
め
た
。

一
九
番
札
所
立
江
寺
で
住
職
か
ら
、
巡
礼
を
す
る
人
々
の
動
機
が
「
戦
前
は
信
仰
に
主
眼
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
観

光
目
的
に
変
わ
っ
て
き
た
」
と
知
ら
さ
れ
る
。
二

人
は
高
知
県
内
で
は
遍
路
の
ほ
と
ん
ど
を
列
車
と
バ
ス
で
移
動
し
、

そ
の
後
タ
ク
シ
ー
に
も
乗
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
そ
う
し
た
や
り
方
が
誠
実
さ
に
欠
け
る
よ
う
に
思
え
た
。
彼

は
、
巡
礼
を
行
っ
て
い
る
間
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ル
の
研
究
や
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ボ
ー
ナ
ー
の
本
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
七
五
番
札
所
善
通
寺
の
住
職
は
、
こ
の
地
域
に
多
く
の
米
兵
が
駐
屯
し
て
お
り
、
彼
ら
が

一
部
の
自
由
時

間
の
過
ご
し
方
と
し
て
寺
を
訪
れ
る
と
話
し
た
。
住
職
は
、
「
誠
意
を
持
っ
て
彼
ら
を
受
け
入
れ
、
日
本
と
米
国
の

間
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
た
」
と
語
っ
た
。

こ
の
年
と
翌
年
の
巡
礼
で
、

で
住
職
と
面
談
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
の
寺

地
位
や
身
分
を
忘
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
日
々
の
雑
事
を
捨
て
去
る
こ
と
」
と
説
か
れ
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
し
か
し

「
遍
路
と
し
て
の
伝
統
的
な
白
装
束
を
身
に
つ
け
た
人
は
少
な
く
、
誰
も
菅
笠
を
被
っ

て
い
な
い
状
況
に
落
胆
し

た
」
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
遍
路
が
バ
ス
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
安
易
な
巡
礼
ス

タ
イ
ル
に
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。

私
は
、
時
々
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
車
に
乗
せ
て
も
ら
う
し
、
そ
れ
に
感
謝
も
し
て
い
る
。
し
か
し
疑
念
が
頭
か
ら
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上：遍路道を歩くスタ ットラーと森川誠夫 (1971 年）

下：四国遍路ツアーの記念写真 (1979 年）

ハワイ大学オリヴァー ・スタ ットラー・コレクションより



外
国
人
に
よ
る
巡
礼
ツ
ア
ー

一
九
七

一
年、

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、

一
九
七

一
年
の

三
月
か
ら
五
月
に

二
回
目
の
完
全
な
巡
礼
を
遂
行
し
た
。
森
川
誠
夫

（
一
九
四
六
＼
二
0
一
六
）
が
通
訳
者
を
兼
ね
て
同
行
し
て
い
る
。
森
川
は
、
そ
の
後

一
九
七
九
年
に
巡
礼
グ
ル
ー

プ
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
森
川
は
、

二
0
0七
年
か
ら
数
年
間
、
松
山
市
を
拠
点
に
、
「
巡
礼
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

と
い
う
名
称
で
、
同
地
域
を
訪
れ
る
外
国
人
の
旅
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
日
記
に
は
、

一
番
札
所
で
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
が
、
ミ
カ
ン
や
金
銭
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
を
遍
路
す
る
人
々
に
配
り
、
別
の
場
所
で
は
、
「
徳
島
市
と
そ
の
郊
外
で
昨
日
七
回
も
贈

り
物
と
し
て
お
金
を
受
け
取
っ
た
」
と
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
四

一
番
札
所
龍
光
寺
で
は
、
通
り
か
か
っ
た
男

性
が
車
に
乗
せ
て
く
れ
た
と
書
い
て
い
る
。
移
動
時
間
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
時
か
ら
「
お
接
待
」

と
し
て
乗
車
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
は
そ
れ
に
甘
え
始
め
た
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
列
車
や
バ
ス
を
利
用
し
、

あ
る
と
き
に
は
黄
色
の
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
車
で
移
動
す

る
ほ
う
が
楽
で
速
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

「
新
し
い
道
路
が
闇
雲
に
増
設
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
山
が
切
り
崩

さ
れ
、
古
道
が
消
え
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
憤
り
を
感
じ
た

」
と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
今
回
の
巡
礼
に
つ
い
て

「
道

中
楽
し
い
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
前
述
の

二
度
に
わ
た
る
四
国
巡
礼
の
間
の

一
九
七

0
年
三
月
三
一

日
＼
四
月
八
日
に
、

「
四

国
研
修
旅
行
」
と
銘
打
ち
、
六
人
（

二
名
の
外
国
人
と
四
名
の
日
本
人
）
で

一
番
か
ら
二
三
番
ま
で
の
札
所
を
歩
い

二
回
目
の
巡
礼
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て
廻
っ
て
い
る
。
参
加
者
の

一
人
は
、
「
我
々
が
会
っ
た
人
々
は
大
変
親
切
だ
っ
た
」
と
そ
の
感
想
を
述
べ
、
別
の

参
加
者
は
、
「
巡
礼
は
自
分
が
期
待
し
た
よ
り
は
る
か
に
意
義
深
い
経
験
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
素
晴
ら
し
い
方
法

で
遍
路
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
私
は
遍
路
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
日
本
人
と
の
垣
根
が
な
く
な
っ
た
」
と
感
じ
た
。

一
九
七
七
年
七
月
二
二

日
＼
八
月

―
二

日
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
六
名
の
欧
米
人
の
グ
ル
ー
プ
と
三
三
番
か
ら
四
〇

番
ま
で
の
札
所
を
歩
い
て
廻
り
、
そ
の
距
離
は
約
三
二

0
キ
ロ
に
も
達
し
た
。

一
人
の
参
加
者
は
、
「
苦
痛
の
な
い

旅
で
は
な
か
っ
た
。
足
は
水
膨
れ
や
疲
労
で
動
か
な
く
な
り
、
筋
肉
は
痛
み
、
脱
水
症
状
な
ど
が
私
た
ち
を
悩
ま
せ

た
が
、
こ
う
し
た
厳
し
い
肉
体
的
試
練
は
、
何
十
倍
も
の
糧
と
な
っ
て
精
神
に
還
元
さ
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ

の
う
え
、

「
い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
、
外
国
人
遍
路
に
対
し
、
物
質
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的
に
支
援
し
た

」
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
【
註
3
】。
そ
う
し
た
贈
り
物
の
中
に
は
食
物
や
金
銭
も
あ
っ
た
。
六
年
後
の

一
九
八
三
年
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー

は
、
九
月
二
二

日
か
ら
の

一
三
日
間
で

一
番
か
ら
二
三
番
ま
で
の
札
所
を
廻
る
巡
礼
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
京
都
の
同

志
社
大
学
で
学
ぶ
交
換
留
学
生
三
六
名
を
引
率
し
た
。
そ
の

一
行
を
「
国
際
巡
礼
者
」
と
表
現
し
、
彼
ら
が
「
お
接
待
」

と
い
う
習
慣
に
感
銘
を
受
け
た
と
す
る
記
事
も
あ
っ
た
【
註
4
】。

五
月
二
0
日
か
ら
六
月
六
日
に
か
け
て
、
今
度
は
、

ニ―

歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の

一
六
名
の
ア
メ
リ
カ
人
グ
ル
ー

プ
を
四
国
に
案
内
し
、
巡
礼
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て

一
番
か
ら
二
三
番
ま
で
の
札
所
を
歩
い
て
廻
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ

ト
ラ
ー
は
、
親
友
や
巡
礼
通
訳
の
森
川
誠
夫
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
「
か
つ
て
な
い
ほ
ど
遍
路
の
人
数
が
増
え
て
い

る
」
と
書
き
、
さ
ら
に
、
「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
が
研
究
す
る
価

値
の
あ
る
課
題
だ
ろ
う
か
」
と
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
自
身
の
答
え
は
明
確
で
、
「
巡
礼
は
日
本

人
の
信
仰
の
核
心
に
触
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
札
所
は
有
益
で
あ
る
」
と
す
る
一
方
で
、
「
巡
礼

は
、
真
摯
に
遂
行
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
歩
い
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
理
解
し
得
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
巡
礼
の
本

質
は
、
遍
路
が
肉
体
的
、
精
神
的
、
宗
教
的
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
付
言
し
て
い
る
【
註
2
】。
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遍路ツアーに参加したジャパン・ソサエティのメン

バー （『徳島新聞 』1985 年 10 月13 日より ）

写真提供： 徳島新聞

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
自
身
が
引
率
し
た
ツ
ア
ー
の
結
果
に
満
足
し
て
い
る
。
「
彼
ら
は
、
大
き
な
肉
体
的
試
練
に
、

仲
良
く
元
気
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
。
相
互
に
支
え
合
い
、
私
が
求
め
た
よ
う
に
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
は
な
く
巡
礼
の

旅
と
し
て
遂
行
し
て
く
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
別
の
手
紙
で
は
、
「
私
は
、
引
率
し
た
グ
ル
ー
プ
を
誇
り
に
思
う
。

彼
ら
は
、
水
膨
れ
で
痛
む
足
で
歩
き
な
が
ら
、
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
実
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、
日
本
に

関
す
る
新
た
な
識
見
と
と
も
に
、
同
じ
く
ら
い
重
要
な
、
自
分
自
身
に
関
す
る
新
た
な
識
見
も
得
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、

達
成
感
と
幾
分
か
の
肉
体
的
、
精
神
的
な
見
返
り
を
得
て
、
や
り
遂
げ
た
」
と
述
べ
て
い
る
【
註
2
】。

一
九
八
五
年
五
月

一
八
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
、
徳
島
県
の

二
三

の
札
所
を
徒
歩
で
巡
る

「
海
外
留
学
ー
日
本
巡

礼
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
を
宣
伝
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
過

去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
を
い
く
つ
か
盛
り
込
ん
だ
°
「
[
巡
礼
]
は
日
本
を
知
り
、
感
じ
て
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み
た
い
と
心
か
ら
願
う
人
に
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
」
、
あ
る
い
は
「
日
本
人
の
信
仰
生
活
の
豊
か
な
領
域
、

四
国
の
美
し
い
風
景
、
そ
し
て
外
国
人
旅
行
者
が
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
日
本
の
田
舎
の
暮
ら
し
に
遭
遇
で
き
る
」

と
記
す
。

ま
た
、
同
年

―
0
月
四
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー

二―

名
を
率
い
て
、

一
番
か
ら
二
三
番
ま
で
の
札
所
を
巡
る

一
三
日
間
の
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

仏
教
に
つ
い
て
の
参
加
者
の
知
識
を
深
め
、
日
本
の
伝
統
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
【
註
5
】。

参
加
者
は
、

三
三
歳
か
ら
七
三
歳
、
職
業
も
大
学
教
員
、
医
師
、
主
婦
と
幅
広
く
、
そ
の
多
く
は
、
事
前
に
ハ
ワ
イ

で
般
若
心
経
を
朗
読
す
る
訓
練
を
受
け
て
い
た
。
参
加
者
と
地
元
の
人
々
の
間
に
は
、

言
語
の
壁
が
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
は
「
お
接
待
」
を
受
け
、
地
元
の
人
た
ち
は
誰
も
が
親
切
で
あ
っ
た
と
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
語
っ
て

い
る
。
あ
る
参
加
者
は
、
「
天
候
と
体
力
が
心
配
で
あ
る
が
‘
[
こ
の
巡
礼
を
す
る
こ
と
に
よ
り
]
私
は
日
本
の
人
々

の
心
に
触
れ
た
い
」
と
書
い
て
い
る
【
註
6
】。

一
九
八

0
年
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
神
戸
女
学
院
大
学
で
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
記
録
映
画
「
日
本
巡
礼
」
を
撮
影
し

て
い
る
（
同
名
の
著
書
と
と
も
に
、

一
九
八
三
年
に
公
開
さ
れ
た
）
。
二

八
分
の
映
画
に
は
、
空
海
の
人
生
や
伝
説

の
描
写
に
続
い
て
、

一
番
札
所
霊
山
寺
と
付
帯
施
設
（
遍
路
の
必
要
品
が
全
て
揃
え
ら
れ
る
）
、
宿
坊
、
和
歌
山
県

か
ら
来
て
遍
路
に
果
物
を
配
る
人
々
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
る
。
遍
路
は
行
く
先
々
で
「
お
接
待
」
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
り
、
接
待
は
グ
ル
ー
プ
で
計
画
的
に
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
個
人
が
自
発
的
に
行
う
こ
と
も
あ
る

と
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
述
べ
る
。
札
所
は
遍
路
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
道
中
達
成
す
べ
き
目
標
で
あ
り
、
か
つ
礼

『
日
本
巡
礼
』
と
記
録
映
画
の
制
作

II5 



拝
し
、
祈
り
を
捧
げ
る
場
所
で
も
あ
る
と
彼
は
つ
け
加
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
、
「
札
所
は
巡
礼
を
区
切
り

ま
す
が
、
巡
礼
の
全
て
で
は
な
い
」
と
し
て
、
札
所
と
札
所
の
間
に
体
験
す
る
人
と
の
交
流
に
重
要
性
が
あ
る
と
、

力
説
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
著
書
『
日
本
巡
礼
』
に
は
、
彼
が
森
川
誠
夫
と

一
緒
に
廻
っ
た
巡
礼
で
の
個
人
的
な
出
来
事
、

弘
法
大
師
に
関
わ
る
史
実
や
伝
説
が
、
取
り
混
ぜ
て
書
か
れ
て
い
る
。
一

九
九

0
年
代
前
半
ま
で
、
四
国
遍
路
に
関

し
英
語
で
著
さ
れ
た
書
籍
と
し
て
は
本
書
が
唯

一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
自
著

の
中
で
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
メ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
グ
（

一
八
九
五
＼

一
九
八
三
）
が
出
版
し
た
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ボ
ー
ナ
ー

の
博
士
論
文
の
英
訳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ボ
ー
ナ
ー
と
メ
リ
ル
は

一
九
二
0
年
代
に
松
山
で
出
会
い
、
ま
た
ス

タ
ッ
ト
ラ
ー
は

一
九
七

一
年
数
か
月
間
日
本
を
訪
れ
て
い
た
メ
リ
ル
と
松
山
で
偶
然
出
会
っ
て
い
る
。
メ
リ
ル
は

一
九
四

一
年
に
完
了
し
た
英
訳
を
ハ
ワ
イ
に
い
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
送
り
、
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
コ
ピ
ー
を
取
っ
た
後

そ
の
原
稿
を
彼
女
に
返
送
し
た
。
数
年
前
、
私
は
こ
の
英
訳
を
ハ
ワ
イ
大
学
の
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
発
見
し
、
そ
の
全
原
稿
を
出
版
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
読
者
が
ボ
ー
ナ
ー
の
重
要
で

総
合
的
な
学
術
文
献
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

二
0
―
二
年
に
は
日
本
語
版
『
同
行
二
人
の
遍

路
ー

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
』
（
大
法
輪
閣
）
も
出
版
さ
れ
た
【
註
7
】。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
の
『
日
本
巡
礼
』
が
広
範
囲
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
世
界
中
で
多
く
の
人
が
四
国
遍
路
に

関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
八

0
年
代
に
東
京
の
書
店
で
本
書
を
見
つ
け
た
シ
カ
ゴ
在
住
の
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
タ
ー
キ
ン
ト
ン
は
、
本
を
読
ん
で
四
国
遍
路
を
体
験
し
た
い
と
願
い
、

一
九
九
九
年
に
よ
う
や
く
実
現

で
き
た
。
そ
れ
以
来
、
数
度
に
わ
た
っ
て
四
国
遍
路
を
達
成
し
、
そ
の
道
中
で
多
く
の
欧
米
人
を
案
内
し
た
。
ま
た
、

彼
は
、
四
国
遍
路
に
関
す
る
最
も
充
実
し
た
英
語
の
情
報
サ
イ
ト
を
作
成
し
、
四
国
遍
路
の
魅
力
や
価
値
を
世
界
に

発
信
し
て
い
る
。
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オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
欧
米
人
と
し
て
、
初
め
て
四
国
遍
路
を
完
遂
し
た
人
物
で
も
な
け
れ
ば
、

書

物
で
紹
介
し
た
最
初
の
著
者
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
ル
や
ボ
ー
ナ
ー
と
い
っ
た
先
駆
者
と
同
様
、
遍
路
に
魅

了
さ
れ
、
そ
の
価
値
を
評
価
し
た
。

ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
で
の
講
義
で
四
国
遍
路
の
魅
力
を
多
く

の
学
生
に
語
り
、
外
国
人
の
た
め
に
四
国
遍
路
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
著
書
に
よ
っ
て
多
く
の
欧
米
人
を
四
国
遍
路

の
旅
へ
と
誘
っ
て
き
た
。
こ
の

一
0
年
、
四
国
遍
路
に
関
す
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
賑
わ
せ
る
よ
う
に
な

り
、
活
字
の
世
界
で
も
、
様
々
な
言
語
に
よ
っ
て
、
本
や
記
事
、
学
術
論
文
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
四
国

遍
路
に
訪
れ
る
外
国
人
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
多
く
の
情
報
や
文
献
を
見
る
限
り
、
百
年
前
に
四
国
遍
路
を
体
験
し
た
ス
タ
ー
ル
や
ボ
ー
ナ
ー
、
そ
し

て
こ
の
三
〇
ー
四

0
年
前
に
遍
路
を
実
践
し
た
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、
彼
が
案
内
し
た
外
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
、
そ
し
て

最
近
、
四
国
遍
路
を
旅
し
た
外
国
人
は
、
誰
も
が
異
口
同
音
に
そ
の
魅
力
を
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遍
路
は
相

当
な
肉
体
的
苦
労
を
強
い
る
が
、
「
お
接
待
」
に
触
れ
る
う
ち
に
、
文
化
的
な
充
足
感
を
得
て
、
精
神
的
に
強
く
な
り
、

結
果
と
し
て
、
こ
の
巡
礼
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
神
秘
的
な
体
験
で
あ
る
。
筆
者
が
海
外
か
ら
の
遍
路
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
四
国
遍
路
は
「
世
界
遺
産
に
な
る
価
値
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
あ
る
」
と
い
う
回
答
が

多
く
を
占
め
た
。

世
界
遺
産
に
な
る
た
め
に
は
、
「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」
を
国
際
的
な
基
準
で
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
体
験
を
し
て
み
な
い
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
ス
タ
ー
ル
か
ら
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
、

そ
し
て
現
在
の
外
国
人
旅
行
者
ま
で
、
遍
路
を
体
験
し
た
外
国
人
の
声
を
集
め
る
筆
者
の
研
究
か
ら
は
、
活
字
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
と
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
し
て
も
、
百
年

一
日
の
変
わ
ら
ぬ
「
普
遍
性
」
が
浮
き
彫
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め
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